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影山　太郎
国立国語研究所長
１. NINJAL ユニット 
　国立国語研究所は，言語に関する日本唯一の国立研究所として，日本語研究の国際的展開を目標のひ
とつとして掲げている。この目標は，世界的な視点から「国際日本学」を推進しようとする東京外国語
大学の目指すところと軌を一にすることから，海外からの「CAASユニット」と並んで国内からは本
研究所が「NINJAL日本語研究ユニット」として東京外国語大学大学院（国際日本学研究院）の教育
研究に参画することとなった（2016年４月開始）。 
　国立国語研究所の創設は，第二次世界大戦が終了して間もない 1948年に遡る。当時は，明治時代か
ら続く「国語国字問題」（際限ない漢字の増加など）が専門家や行政の側で議論されていた。この問題
の解決には広い範囲から収集した客観的資料に基づく判断が必要であるため，「国語及び国民の言語
生活に関する科学的調査研究を行い，あわせて国語の合理化の確実な基礎を築く」ことを目的とする国
立国語研究所が設置された。 
　「国語」という用語は，日本が近代国家として発展するために「統一した言語」が必要であるという
上田万年の考えのもとに明治初期に広められたもので，その意図は創設当初の研究所の英語名（National 
Language Research Institute）にも反映された。nationalという形容詞は nation（国民）からの派生語
であるから，当時の研究所は日本語という言語を，あくまで日本国民（すなわち「ウチ」）から見た概
念として捉えていたことになる。 
　その後，1968年には文化庁への移管に伴い，在日外国人に対する日本語教育の調査も業務に含まれる
ようになったが，外国人の立場からすると，日本語を「国語」と呼ぶのはおかしい。そこで，2001年の
独立行政法人化の際に英語名の national languageを Japanese languageに変更したが，それでも，研究の
姿勢は「ウチからの観点」に留まった。日本語を地球上の諸言語と同じ土俵に位置づけて言語学的に研
究するという「ソトからの観点」が取り
入れられたのは，大学共同利用機関とし
て再発足した 2009年 10月からである。
これにより，日本語名称の「国語」は残っ
たものの，英語名称はNational Institute 
for Japanese Language and Linguistics（略
称 NINJAL）となり，国際的研究拠点と
しての体制が整った。
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２. 日本語研究のグローバル化とは
最近，「国際化」（複数の国にまたがること）という用語と並んで「グローバル化」という言葉が各
方面で使われることが多くなった。グローバル化とは，文字通りには「地球（globe）全体に行き渡る」
という意味であるから，単に人や物が国境を越えて行き来することや，英語が世界共通語として使われ
ることだけを指すのではない。いま仮に，グローバル化という用語を多少拡大解釈して，「世界均一化」
あるいは「世界共有化」と言い換えてみよう。そうすると，学術の世界では少なくとも３つのタイプの
グローバル化が想定できる。
第一は「研究情報」のグローバル化，世界共有化である。これは，論文や書籍，研究動向などの情報
が世界の研究者に共有されるという外的な事象を指し，インターネットや電子ジャーナルが定着した今
日においては，既に一般化していると言える。情報の共有化には使用言語の共通化が必要で，もっぱら
英語がその役割をはたしているが，論文を英語で書けば，それでグローバル化だと考えるのは短絡的す
ぎる。重要なことは英語で論文を書くということ自体ではなく，次に述べる第二，第三のタイプのグロー
バル化が十分に考慮されているかどうかである。
第二のタイプのグローバル化とは「研究水準」の世界共有化である。すなわち，国内の日本語研究の
水準と，世界（とりわけ欧米）の第一線における言語学研究の水準をできるだけ均一にし，互いに共有
できるレベルに持っていくことである。既に欧米のジャーナルや出版社では，会員制などにとらわれな
い，国際的ピアレビュー（査読）のシステムを構築している。これにより，欧米のジャーナルや出版社
では，提出されてきた論文や本の原稿を，その原稿の学術的内容を評価するのに最も適した主導的研究
者を世界中から選び，審査を依頼する。日本国内の研究者が欧米のレビューアーに選ばれることも稀で
はない。ところが，国内の学会や出版社では，そのような国際的に開かれた審査体制を取っているとこ
ろはほとんどない。日本語に関する研究は，国内の研究こそが世界標準だと言う人もいるが，はたして
そうだろうか。実際に聞いた話だが，アメリカの大学で教鞭をとる准教授が教授昇進のため，日本で出
版した単著を代表的業績として提出したところ，日本の出版社の審査基準が不明であるとして昇進が叶
わなかった。同じような話はヨーロッパの研究者からも聞く。彼らは，日本の学会誌や出版社から論文
や本を出しても，所属機関ではほとんど評価されない（したがって，日本では出さない）という。理由
は，日本国内の学会や出版社は欧米のような国際的に開かれたピアレビュー体制を持っておらず，その
ことだけで「レベルが低い」と見なされてしまうということである。国内の学会と出版社は適切な審査
体制を早期に整えるべきだろう。そうすることによって，学会そのもの，出版社そのものの学術的信頼
性が増し，被引用率や売り上げの向上につながるのだから。
さらに難しいのは，三番目のグローバル化，すなわち「研究スピード」の世界共有化である。国内の
学術研究は，とりわけ国立の研究所の場合，文部科学省によって定められた６年ごとの中期計画期間の
枠によって外形的に厳しく規制されている。これに対して，世界の学術研究はそういった外形的制約な
しに先へ先へと進んでいく。それだけでなく，ひとつの中期計画期間が終わって次の中期計画期間に移
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るときには，研究の継続性を保ちつつも，前の期と異なる新たなテーマを企画しなければならない。こ
れでは，国内の研究所は諸外国の自由な学術研究のスピードに乗り切れない。さらに，外形的な計画ば
かりを気にしていては，学術に大幅な進化をもたらすような偶然の大発見（serendipity）を阻むことに
なり，日本の学術は低いレベルのクオリティに安住してしまう危険性がある。これは，学術行政全体で
真剣に検討すべき課題であろう。
以上述べた３つのタイプのグローバル化は，学術研究のあらゆる分野に通用すると考えられ，分野に
よってはそれら総てをクリアーしているところもあるだろう。しかし，こと日本語（国語）の研究に限っ
ては，二番目，三番目はおろか一番目のグローバル化も十分であると言えないのが実情のように思える。
日本語の研究者の中でも理論的な研究では英語による世界水準の発信が多く出ているのに対して，伝統
的な国語学・日本語学の分野ではほとんど例を見ない。その結果，たとえ，世界的に素晴らしい発見を
しても，日本語を読めない研究者の眼にはとまらない。これは誠にもったいない。日本語に関する発見
でも，漢字・かなの読める研究者コミュニティだけに閉じ込めるのではなく，広く世界の研究者に向け
て発信し，それをもとにそれぞれの言語（外国語）ではどうなっているのかを考えさせ，さらに外国語
の研究の知見が日本語研究にフィードバックされるという「グローバルな知の循環」を作り出さなけれ
ばならない。そのためには，世界の研究動向を直接（つまり翻訳書や解説書を介して間接的にではなく，
原著論文により直接的に）把握し，世界の動向の中に自分自身の研究を位置づけることで，自分の研究
の存在意義を常に自己評価しておくという作業が一人一人の研究者に求められる。
本節では，国語研の所長としてよりむしろ一人の研究者として常々思うところを率直に述べた。大学
共同利用機関としての国語研は，共同利用・共同研究を通じて全国の日本語研究を先導する任務がある
とは言うものの，上述３タイプのグローバル化は一研究所の力だけでは到底実現できない。全国の日本
語研究者，大学，研究所，学会，出版界，ならびに学術行政が協調して目指していくべき将来の方向で
あると考える。
３. 国立国語研究所の取り組み
国立国語研究所ではウチ（すなわち，国語としての観点）とソト（すなわち，人間言語のひとつとし
ての日本語の観点）の複合的観点から日本語（国語）の研究を行っていることは既に述べたが，それに
加え，外国人（非母語話者）の日本語学習／日本語教育に係わる諸問題を「ウチとソトの接点」（すなわち，
日本語学習者の母語（ソト）と日本語（ウチ）のコンフリクト）と位置づけている。
　　日本語研究の３つの観点
 １. ウチからの視点（国語としての多様性や変化）
 ２. ソトからの視点（諸外国語及び一般言語学から見た日本語の特性）
 ３. ウチとソトの接触（非母語話者の日本語習得）
本研究所ではこれら３つの研究アプローチを多様な共同研究プロジェクトで実践し，それらを融合す
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ることで，日本語研究の新たな地平を拓こうとしている（詳しい研究内容は国語研ウェブサイトを参照）。
これらの研究は国際的な研究体制のもと，第２節で述べた各タイプのグローバル化に向けて成果をあげ
つつある。以下ではその一部を紹介する。
A. 国際的研究連携
国立国語研究所は，これまでオックスフォード大
学（古代語コーパスの開発），マックスプランク進化
人類学研究所（動詞の自他交替に関する言語類型論），
北京日本学研究センター（日本語教育），台湾・中央
研究院語言学研究所（音声研究）と研究連携を結び，
人材と情報の交流のほか，国際シンポジウムや国際
出版，コーパスの構築など実質的成果をあげてきた。
今後も，海外の大学と新たな連携を行う予定である。
B. 国際シンポジウムの開催
国際シンポジウムは，国語研の共同研究の成果を海外に発信するアウトバウンド型と，海外に拠点を
持つ国際会議を国語研に誘致して開催するインバウンド型の２タイプを計画的に企画・開催し研究者の
交流を図るとともに，成果物を英文論文集として海外の出版社ないしジャーナルで刊行している。
 
C. 国際的研究体制
外国人の研究者を専任あるいは客員として加えるとともに，海外研究機関に所属する研究者や大学院
生を外来研究員または特別共同利用研究員として受け入れている。
D.「国語」の枠を超えた研究
日本列島で古くから使われている言語は，日本
語（及びその方言）のほかに，琉球諸語とアイヌ語
がある。現在の国立国語研究所では，これらの諸言
語も研究の範囲に含めている。とりわけ，琉球諸語
とアイヌ語（そして，東京都の八丈語）は 2009年
のユネスコ報告書において日本における消滅危機言
語として言及されており，それらの研究成果を国際
的に発信することは世界における消滅危機言語の保
存・復興運動に貢献することになる。
 
⽇本の危機⾔語・⽅⾔（ユネスコ報告2009による）
アイヌ語
極めて深刻
八丈語
奄美語
国頭語
沖縄語
宮古語
危 険与那国語／八重山語
重大な危険
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E. 言語資源（コーパス，データベース）の国際発信
研究所のウェブサイトでは，旧国語研で
作成されたデータベース等も含め，多種多
様な言語資源（言語研究のための素材を電
子化したもの）を構築・公開している。と
りわけ，複合動詞レキシコン （Compound 
Verb Lexicon），使役交替言語地図 （The 
World Atlas of Transitivity Pairs），アイヌ語
口承文芸コーパス―音声・グロス付き―（A 
Glossed Audio Corpus of Ainu Folklore），
トピック別アイヌ語会話辞典（A Topical 
Dictionary of Conversational Ainu）の４つのデータベースは，日英両言語のページを備え，日本語はロー
マ字併記を加える等の工夫により，漢字・かなの読めないユーザーでも利用できる。残念ながら，本研
究所の「売り」のひとつである現代語や古典語の大型コーパスに関しては，今のところ，英文の解説は
付いているものの，コーパス本体は日本語表記に限られる。今後はこれらコーパス群の国際的な利用度
を高める必要がある。
 
F. 研究成果の国際出版
共同研究プロジェクトや国際シンポジウムの直接的な成果は，英文で国際出版することを原則にして
いる。それ以外に，第２期から第３期中期計画期間の特別な事業として，日本語研究そのものを世界の
舞台に立たせるために英文ハンドブックシリーズを刊行している。
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本シリーズは，言語学出版で世界的に影響力のあるドイツ・De Gruyter Mouton社との学術協定によ
る出版で，日本語のほか，琉球諸語とアイヌ語を含む全 12巻（各巻約 600～ 700ページの論文集）で
構成され，世界に類を見ない大規模な企画となっている。執筆者は国立国語研究所の関係者に限られず，
日本語研究において国内あるいは世界を代表する研究者（総勢約 250名）が担当し，それぞれの巻の
専門分野においてこれまで国内外で出された重要な研究成果を俯瞰し，現在の最先端の研究課題を論じ
るとともに，今後の研究方向にも示唆を与えるものである。既に５巻が刊行され，残る巻もこれから数
年以内に刊行予定である。シリーズの構成を表にまとめておく。
巻（刊行年）編 者 タイトル
1 Bjarke Frellesvig, Satoshi Kinsui and John 
Whitman
Handbook of Japanese Historical Linguistics
2〔2015〕 Haruo Kubozono Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
3〔2016〕 Taro Kageyama and Hideki Kishimoto Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
4 Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa and 
Hisashi Noda
Handbook of Japanese Syntax
5 Wesley M. Jacobsen and Yukinori Takubo Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
6 Prashant Pardeshi and Taro Kageyama Handbook of Japanese Contrastive Linguistics
7 Nobuko Kibe, Tetsuo Nitta and Kan Sasaki Handbook of Japanese Dialects
8 Fumio Inoue, Mayumi Usami and Yoshiyuki 
Asahi
Handbook of Japanese Sociolinguistics
9〔2015〕 Mineharu Nakayama Handbook of Japanese Psycholinguistics
10〔2016〕 Masahiko Minami Handbook of Japanese Applied Linguistics
11〔2016〕 Patrick Heinrich, Shinsho Miyara and 
Michinori Shimoji
Handbook of the Ryukyuan Languages
12 Anna Bugaeva Handbook of the Ainu Language
本シリーズが完成すれば，日本語研究で蓄積された膨大な成果を海外の言語研究者に広く知らしめる
ことで世界の言語学の発展に寄与するだけでなく，翻って，本シリーズが海外の専門家から評価・批判
を受けることによって国内の研究の一層の進展にも資することができる。この事業により，第２節で述
べた３タイプのグローバル化のかなりの部分が大きく前進するものと期待される。
最後に，忘れてはならないのは次代を担う研究者の育成である。近年の学術研究の流れとは言うもの
の，日本語の研究においても，目先の小さなテーマを短期間で片付けようとする大学院生や若手研究者
が増える反面，将来国際的に活躍できるような器の大きい若手人材が少なくなってきたように思える。
また，海外，とくにアメリカにおいては理論言語学の相対的な低下とともに，日本語そのものを本格的
に研究しようとする若者が少なくなっている。日本人だけでなく外国人についても，日本語言語学の専
門家を育成していくことが緊急の課題と言えよう。国立国語研究所は，東京外国語大学との連携大学院
を通して，国際性と総合力を備えた若手研究者の輩出にも努力したいと考えている。
